
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上の表は，ベネッセ調査「第５回学習基本

調査（2015）」における小学生の「好きな教科・

活動ランキング」である。小学生は国語科が

好きだと回答した者は他教科等に比べ多いと

は言えず，中学生も同様の結果である。 

一方，児童生徒の好きな教科・活動を見て

みると，図画工作科，体育（保健体育）科等

が挙げられる。図画工作科では絵画や彫塑な

どの作品づくりを通して，学んだことが作品

という実体として「見える化」される。また，

体育（保健体育）科では，学習を通して「～

ができるようになった。」という実感を伴い，  

熟達したスキルとして学んだことが「見える 

 

 

 

 

 

 

 

化」される。教科等の特性があるので一概に

比較できないが，国語科の学習では，児童生

徒が学んだことが見えにくいのではないかと

考えられる。そのため，児童生徒は国語を学

ぶよさを感じにくく，国語科が好きだと回答

できない要因の一つではないかと考える。  

そこで，国語科の学習で様々なものを「見

える化」することで，児童生徒に国語を学ぶ

よさに触れさせることができると考える。 

 

 

 国語を学ぶよさに迫るためには，資料１の

ように，児童生徒が国語科の学習で育成され

「見える化」で国語を学ぶよさを実感させる授業改善 

小学校 中学校 高等学校 

義務教育学校 特別支援学校 

国語 第151号 指導資料 
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対象 

校種 

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/                  （通巻第２０６５号） 

１ はじめに 

２ 国語を学ぶよさと「見える化」の関係 

児童生徒にとって，国語科は他教科等に比べ，学ぶよさを実感しにくい教科である。また，教

師にとっても，抽象的で指導しにくいと感じられる教科である。本資料では，国語科で育成する

資質・能力，言葉による見方・考え方，そして国語の学び方の「見える化」を学習過程の各段階

で促すことで，国語を学ぶよさにつなげる授業改善例を提案する。 



た資質・能力を実感し，達成感や成功感，自

己効力感などを感じることが必要である。 

国語科で育成を目指す資質・能力によりよ

く迫るためには，言葉による見方・考え方を

働かせたり，様々な国語の学び方を駆使した

りすることが大事である。しかし，これらは

意識しないと非常に見えにくい。 

そこで，資料２のように，国語科の学習過

程の各段階において，これらの「見える化」

を意識した指導を心掛けることが必要である。 

 

学習過程 「見える化」 

導入 
つかむ・みとおす 

 

 

展開 
しらべる・ふかめる 

 

 

終末 
ふりかえる・いかす 

 

 

 

 

(1) 課題の「見える化」 

 

 

国語科では，図画工作科等に比べ，児童生

徒は学習したことを用いて考えたり，感じた

り，伝え合ったりすることに対して自分なり

の課題を感じていない場合が多い。そのため，

国語科の学習では，教科書教材を使って，教

材の読み取りや言語活動を行うものの，いわ

ゆる「活動あって学びなし」の目的が明確で

ない学習になりやすい。 

そこで，学習の導入で，学習前の自分の国

語の資質・能力や働かせようとしている言葉

による見方・考え方，試みようとしている国

語の学び方など，児童生徒一人一人の課題を

「見える化」することで，国語を学ぶ目的を

明確化し，児童生徒が国語の学び方の見通し

をもてるようにする。その結果，国語科を学

ぶ原動力につながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「見える化」による授業改善の具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の導入で，試行（試しづくり）として

敢えて，単元全体で取り組む言語活動（ゴー

ルの言語活動）に取り組ませることで，児童

生徒一人一人が「分かること，分からないこ

と」，「できること，できないこと」などを区

別し，学習課題を明確にすることができる。 

そのため，児童生徒一人一人にとって解

決したい切実な課題意識が芽生え，「何を学

ぶのか」という学習の目的や，「どのような

方法で追究するのか」という学び方の見通

しをもたせることができる。 

注意したいのは，児童生徒がこれまで経

験したことのある言語活動はイメージしや

すく取り組みやすいが，初めての場合はそ

うではない場合が多いということである。

そのため，試行（試しづくり）は，既習の言

語活動を通して学習する場合の方が，より

効果的であるということを念頭に置いて授

業づくりをしてほしい。 

自分にとっての課題，自分が解決した

いことの「見える化」 

授業改善例① 

資料１ 国語を学ぶよさの実感に至るイメージ 

資料２ 国語科の学習過程における「見える化」 

課題の「見える化」 

考えの変容の「見える化」 

学んだことの「見える化」 



(2) 考えの変容の「見える化」 

 

 

国語科の学習は，図画工作科等に比べ，児

童生徒が学びの中で働かせた言葉による見

方・考え方や自分の思考の広がりや深まりを

客観的にモニタリングしにくいため，現在取

り組んでいる学習が自分の考えの構築に影響

していることに気付きにくい。 

そこで，学習途中の自分の国語の資質・能

力や働かせた言葉による見方・考え方，駆使

している国語の学び方など，学びの過程にお

ける自分の考えの広がりや深まりを明確化す

ることで，分かるようになっていく，できる

ようになっていく自分に対して自己効力感を

得られるため，国語を学ぶよさを実感するこ

とにつながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 学んだことの「見える化」 

 

 

これまでも述べているとおり，国語科の学

習においては，児童生徒は「○○を学んだ」

という実感をなかなか得られにくいことが多

かったのではないかと感じる。 

これは，国語科の授業において育成された

資質・能力や働かせた言葉による見方・考え

方，活用した国語の学び方など，授業を通し

て学んだことの実感が希薄だからである。 

そこで，学習後の自分の国語の資質・能力

や働かせた言葉による見方・考え方，活用し

た国語の学び方など，学んだことを確実に振

り返らせ，自分自身に対して自己効力感をも

たせることが重要であると考える。つまり，

教材の読み取りに終始したまとめではなく，

身に付けた国語の資質・能力に帰着するまと

めや振り返りが大事なのである。 

また，学習の振り返りをシートやノートに

書くことが目的ではなく，振り返ることが目

的であるので，口頭で友達同士で伝え合う活

動等も視野に入れて検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科の学習を通して変容する自分の

考えの「見える化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初の自分の考えをノートやワークシー

トに構築した後，学びを通した自分の考え

の変容を「見える化」する。 

その際，最初の考えが残るように消しゴ

ム等を使わせず，訂正線等を用いさせたり，

朱書き等で加除・修正させたりすることで，

学習を通した自分の考えの変容が見取れる

ようにする（写真の例では，新たな考えを

朱書きで加えている）。 

その前提として，朱書きをすることは恥

ずかしいことではなく，朱書きが学んだこ

とであるという意識をもたせることが大切

である。 

 

国語科の学習を振り返り，学んだこと

の「見える化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元や１単位時間の終末時に，導入で取

り組ませた試しの言語活動に再度取り組ま

せることで学んだことを明確にすることが

できる。その結果，学習の導入時の課題が解

決され，児童生徒は学んだことを生かせた

という達成感とできるようなった自分自身

に対しての自己効力感を得ることができ，

この学びのよさを実感することができる。

その際，試行（試し作り）で行ったものと実

際に並べて，その内容の質や量を比較させ

授業改善例② 

授業改善例③ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料では，「課題の『見える化』」，「考え

の変容の『見える化』」，「学んだことの『見え

る化』」を促す授業改善を図ることが，児童生

徒に目指す資質・能力を育成したり，働かせ

た言葉による見方・考え方を自覚させたり，

また国語の学び方のバリエーションを増やし

たりすることにつながると提案してきた。 

もちろん，授業づくりの際，最初からこの

視点で考えるという方法もあるが，まずはこ

れまでの自分の授業で「見える化」できると

ころを探すことが授業改善の第一歩になると

考える。このような授業改善を積み重ねるこ

とで，多くの児童生徒が国語を学ぶよさを実

感できる国語科授業の実現につながれば幸い

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教科教育研修課  石川 雅仁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学んだことを，当該単元や教科内での学

びで完結させるのではなく，他の単元や教

科等の学び，児童生徒の日常生活に意図的

に結び付ける。その結果，学んだことが生

かせたという実感を得ることができるよう

になり，自己効力感を再確認することにつ

ながる。 

その際，指導計画の段階から綿密に計画

的に行うことだけでなく，単元や１単位時

間をすぐに生かすという考え方の下，日々

の授業に積極的に設定していくことが大切

である。 

また，主に「書くこと」や「話すこと」に

関する学習では，自分の考えの表出の場面

があったり，実際に児童生徒が取り組んだ

成果物があったりすることから，学んだこ

とが「見える化」されやすいが，「読むこと」

や「聞くこと」に関する学習では難しい。

そのため，「書くこと」や「話すこと」など，

学んだことが「見える化」されやすい言語

活動を設定するなど，単元構成を十分検討

する必要がある。 

 

４ おわりに 
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授業改善例④ 

この学びのよさを実感することができる。

その際，試行（試しづくり）で行ったものと

実際に並べて，その内容の質や量を比較さ

せることが重要である。 

また，学習の経緯や最終的な考えに至っ

た理由を考えさせることで，育成された資

質・能力や働かせた言葉による見方・考え

方，獲得した学び方が具体化・一般化され，

次の学びに生かせるようになると考える。 

活動を設定するなど，単元構成を十分検討

する必要がある。 


